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今回は、下石橋に所在する下石橋愛宕塚古墳
しもいしばしあたごづかこふん

を探訪します。
下石橋愛宕塚古墳は、下野市周辺において特徴的な「下野型古墳

しもつけがたこふん

」
と呼ばれる大型の古墳ですが、明治時代に東北本線の建設により墳丘

ふんきゅう

が東西に分断された後、昭和47年から行われた東北新幹線の建設工事
により墳丘はほとんど削られてしまい、現在はわずかな高まりが残さ
れているのみです。
東北新幹線建設の際に発掘調査が実施され、周溝

しゅうこう

の外側の直径が約
112mの円形で、周溝の内側が全長約84mの帆立貝形

ほたてがいがた

であることがわか
りました。墳丘は直径50ｍ程度の円形で2段に築造

ちくぞう

され、さらに幅の広
い平坦面をもつと考えられます。埋葬施設

まいそうしせつ

は横穴式石室で、羨道部
せんどうぶ

と
前室
ぜんしつ

・玄室
げんしつ

からなると考えられます。前室と玄室は凝灰岩
ぎょうかいがん

の切石、羨道
せんどう

は河原石
かわらいし

の小口積
こ ぐ ち づ

みにより造られていま
した。遺物

いぶ つ

は、多数の金銅張
こんどうばり

や金銅製
こんどうせい

の馬具類
ば ぐ る い

のほか、鉄の
鏃
やじり

や須恵器
す え き

・土師器
は じ き

などが出土していますが、埴輪
はにわ

は確認さ
れませんでした。これらの出土した馬具等から6世紀の終わ
りごろに築造

ちくぞう

されたと考
えられています。
なお、下石橋愛宕塚古

墳から出土した遺物は、
栃木県立博物館で展示さ
れています。

第9回 下石橋愛宕塚古墳

問い合わせ先

下野市教育委員会
文化課

152-1120

次回は「三王山古墳群」を探訪します。
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催
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●
活
動
内
容

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
の

運
営
に
必
要
な
企
画
及
び
実
施
等

を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
委
員
メ
ン
バ
ー

下
野
市
文
化
協
会
や
関
係
機

関
・
団
体
の
役
職
員
の
ほ
か
に
、

公
募
に
よ
り
選
ば
れ
る
委
員
を
中

心
に
構
成
す
る
予
定
で
す
。

●
任
　
期

平
成
19
年
5
月
か
ら
平
成
20
年

3
月
31
日
ま
で
の
1
年
間
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

●
報
酬
等

会
議
出
席
に
要
す
る
旅
費
及
び

報
酬
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
応
募
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格
・
方
法
・
期
間
・
選

考
方
法
な
ど

①
応
募
資
格

（1）
平
成
19
年
4
月
1
日
現
在
で
、

年
齢
が
20
歳
以
上
の
方

（2）
下
野
市
に
現
在
居
住
し
て
い
る

方
（3）
任
期
中
、
3
回
程
度
の
平
日
開

催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
見
込

み
の
あ
る
方

※

会
議
は
、
原
則
と
し
て
石
橋
庁

舎
で
行
い
ま
す
。

（4）
文
化
芸
術
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
実
施
に
つ
い
て
、

実
践
経
験
の
あ
る
方

②
応
募
人
員

若
干
名
（
3
名
程
度
）

③
応
募
方
法

（1）
申
込
書
類

所
定
様
式
（
下
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
）
に
よ
る
公
募
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

（2）
申
込
先
　

下
野
市
文
化
課

（3）
申
込
方
法
　

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
、
F
A
X
等

（4）
申
込
期
限

4
月
20
日
（
金
）
必
着

④
選
考
方
法

書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

⑤
結
果
通
知

選
考
終
了
後
、
ご
本
人
あ
て
に
直

接
、
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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